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（別表） 令和８年度あおもり農力向上シャトル研修の研修コース、内容、期間、募集定員等

コース 区 分 内 容 期間・時期 募集対象・人数 受講料 備 考

シャトル １ 実践研修 就農希望地域で、取組希望作目 ５～２月の10 新たに農家等で研修 受講者負担 受講者は主に実践研修を実施し

コース を経営に取り入れている県内の農 か月間 を行う就農希望者で、 ながら、計画的に基礎研修を受講。

家等から、マンツーマンで実践的な 研修終了後、本県での

農業技術と経営管理手法を習得。 独立・自営就農又は農

業法人等への雇用就農

２ 基礎研修 が確実に見込まれる者

であり、かつ就農予定

（１）野菜１DAY 野菜栽培全般に係る講義(ほ場見 原則として月2 時の年齢が50歳未満の 無料 研修コーディネーター（外部講

セミナー 学を含む)を来校して受講。 回開催 者。 師）による指導で、研修内容は別途

ただし、就農準備資 通知。サテライト会場を設置予定。

金の受給を希望する場

（２）農業機械研修 大型特殊、けん引（いずれも農耕 選択種目による｡ 合は、支援センター交 受講者負担 選択種目は、別途照会｡

用）、フォークリフト、刈払機、アーク 付要綱に規定の要件に

溶接等の免許・資格を取得するほ 該当する者。

か、機械整備、ドローン・ロボット農

機等の研修を本校で受講。 概ね５人

（３）県外調査派遣 受講者が立案した計画に基づき、 随時 県が予算の範囲 当該派遣研修の実施要領につい

研修 受講者を県外産地や市場流通の状 内で旅費を負担 ては別途規定。

況等の調査に派遣。

リカレント ２ 基礎研修 上に同じ。 上に同じ。 ・既に農家等で研修中 上に同じ。

コース （１）野菜1DAY の就農希望者

セミナー ・就農後概ね５年以内

(２)農業機械研修 の新規就農者

・農業者、雇用就農者

概ね15人


